
　本施策の中心は、江戸下町伝統工芸館の運営と情報発信となるが、工芸館の来場者数が減少しており、
将来の伝統産業の振興ビジョンが必要となるであろう。このままでは、職人の高齢化や技術の伝承といった
面で伝統産業の衰退が顕著になることが懸念される。
　ものづくり情報の発信という事業では、ウェブサイトの運営を行うとしているが、台東区全体の伝統産業の
ポータルサイトの作成のほか、商店会単位でホームページの作成の助成がされているのと同様に、伝統産
業においても同様の支援が必要とされるであろう。
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施策の指標

学識経験者
からの意見

江戸下町伝統工芸館入館者数

（施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえて評価）

年１２万人

　伝統工芸職人展や手作り教室等を通じて、伝統工芸に触れる機会を提供し、優秀な技能者の顕彰や作
品展によりＰＲするなど、伝統工芸産業の魅力を区内外に発信しているものの、施策の指標である江戸下
町伝統工芸館入館者数は、平成２５年度から減少傾向にある。このため、平成２８年度に江戸下町伝統工
芸館の展示方法の見直し等を含めた方向性を定め、平成３０年度のリニューアルオープンに向けて検討を
進めている。
　日本有数の伝統工芸品の集積地である台東区の強みを生かし、江戸の昔から受け継がれてきた台東区
の伝統工芸の普及、発展を図るとともに、伝統工芸品の魅力の紹介、伝承について、さらに発信していくた
めには、伝統工芸の技に触れる機会や知識を広げる場を提供し、特に若い世代を中心とした意識の高揚や
普及啓発を行う必要がある。

年１０３,７８１人年１４万人 年１１４,９９７人

　Ｂ　一部課題がある

平成２９年度　施策評価シート

［施策№］
施策名 産業振興課

施
策
の
概
要

Ⅰ　にぎわいと活力のまち

Ⅰ-１．産業の活性化

（２）地域経済の活性化

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 伝統工芸の魅力の発信・販路拡大

伝統産業の振興

⑥

⑦

⑧

● 国内外に向けて、伝統的な技術・技法をＰＲし、関係機関と連携することで伝統産業の振興が図られています。
● 伝統工芸の技に触れる機会や知識を広げる場を提供し、若い世代を中心とした意識の高揚など普及啓発が図られてい
　　ます。

主
管

文化産業観光部

計画策定時
（26年度末）

指標名 28年度27年度

［

⑩

②

③

⑤

伝統工芸の後継者育成につなげる普及啓発

目　標
（36年度末）
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産業振興課

開設・運営

検　討検　討

検　討 運　営

１回

外国語表記

実　施 実　施

産業振興課

産業振興課

産業振興課

特別展・手作り教室

５回

伝統工芸教室

４回

江戸下町伝統工芸館の
リニューアル

―

実績

実　施

年５回

年３回

検討・実施

目標

目標 ５回 ５回

実績 ５回 ５回

実　施

（25）ものづくり情報の
発信

1

産業振興課
実績

2 （26）技能者顕彰・育成

目標

産業振興課

産業振興課

―
目標

実績

ウェブサイト

実績

目標

実績

１回

目標

目標

実績

実績

目標

伝統工芸職人展

目標

産業振興課

―

実績 ―
９人

（累計５９７人）
―

―

目標

１０人
（累計５９８人）

１回（累計１５回）

実績

顕彰者数

１８人（累計５８８人）

作品展開催数

所管課
（事業№）

行政計画事業名
現況

（26年度末）
計画事業量

年度別
事業計画

27年度 28年度
29年度

（見込み）

 施策を構成する行政計画事業の進捗

１回

実績 １回 １回 １回

１回
（累計１６回）

１回
（累計１７回）

１回
（累計１８回）

実績

目標

実績

実　施

目標 検　討 実　施 ―

実績 検　討 検　討 検　討

目標 ３回 ３回 ３回

4

実績

目標

実績

実績

目標

目標

年１回

２回

3
（27）江戸下町伝統工芸
の振興

目標 １回

１０人
（累計５９８人）

３回
（累計１８回） １回

（累計１６回）
１回

（累計１７回）
１回

（累計１８回）

目標

目標

５回

実績

実績

検討・開設・運営 開設・運営

目標

５回

実　施 実　施

実績 実　施

３回 ３回


